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概 要
テキストと付随する絵文字の表す感情は一致すること

が普通であるが、そうでないものも存在する。テキス

トと絵文字の感情の組み合わせには様々な類型があり、

それらがどのような感情の機微を示しているのかを自

動的に読み取るのは現状困難である。本論文は、絵文

字付きテキストのテキストと絵文字の感情を同一平面

上で可視化するマッピングを行うことで、その分布か

らレトリカル絵文字を定量的に検出し、それらの持つ

感情の機微の分析を行った。この結果を用いることに

より、絵文字付きテキストの感情分析をより詳細に行

えるようになることが期待できる。

1 はじめに
絵文字は文字では伝えにくい意味や感情を表現するこ

とができるため、感情表現の簡略化やコミュニケーショ

ンの充実のために広く採用されている。絵文字は主に、

テキストが表す感情を可視的に強調するために用いら

れるため、テキストと付随する絵文字の表す感情は一

致することが普通である。しかし、稀にテキストと絵

文字の持つ感情が異なる場合が見られ、それらは「皮

肉」「自虐」などの特殊な感情表現や感情の機微を示

すために用いられる。このように使用される絵文字を

我々は「レトリカル絵文字」と呼んでいる [1]。テキス

トと絵文字の感情の組み合わせには様々な類型があり、

それらがどのような感情の機微を示しているのかを自

動的に読み取るのは現状困難である。そこで本論文は、

絵文字付きテキストのテキストと絵文字の感情を同一

平面上で可視化するマッピングを行うことで、その分

布からレトリカル絵文字を定量的に検出し、それらの

持つ感情の機微の分析を行った。テキストの感情ベク

トルを取得し、付属する絵文字をそのベクトルの座標

に配置することで、テキストの感情情報に沿った絵文

字の分布が形成され、テキストの感情と絵文字の感情

を同一平面上で可視化することができる。マップ上で

はテキストの感情に応じた分布領域が形成され、この

分布を見ることで、テキストと絵文字の感情の差異を

定量的に特定することができ、レトリカル絵文字の検

出を行うことができる。また、この様にして収集した

レトリカル絵文字付きテキストが持つ感情の機微を、

２名の被験者によって判断し、命名 (ラベリング) を

行った。この結果を用いることにより、絵文字付きテ

キストの感情分析をより詳細に行えるようになること

が期待できる。

2 関連研究
廣瀬ら [1]は、テキストと異なる感情を表す絵文字をレ

トリカル絵文字とした。例えば、「試験落ちちゃった」

に「笑顔」の絵文字がつく場合、テキストは「悲しみ」

を示すが、絵文字付きテキスト全体では「自虐」の表

現をしている。レトリカル絵文字の検出手法として、

入力されたテキストに対し、2種の絵文字からどちら

が適しているかを予測するモデルを作成した。その予

測結果と実際に付属していた絵文字が異なっていれば

レトリカル絵文字であるとして検出を行っていた。し

かし、この手法では検出対象である絵文字の種類ごと

に 1つのモデルを作成する必要がある。本研究では、

テキストの感情情報を基に付属の絵文字のマッピング

を行い、その分布特徴を分析し、実際にレトリカル絵

文字の検出を行う。また、それらがどのような感情の

機微を持つのかをラベリングまでを行う。本研究は、

未知のレトリカルな絵文字付きテキストに対しても、

同手法を用いることで、その感情の機微を予測するこ

とに貢献できると考えられる。
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3 絵文字付きテキストの感情分析手
法の概略

本研究では、絵文字付きテキストに対し、テキストの

持つ感情と絵文字の感情を同一平面上で可視化するた

めのマッピングを行う。その際、テキストを感情強度

分析をした結果得られる、喜び・悲しみ・期待・驚き・

怒り・恐れ・嫌悪・信頼の 8次元で表されるテキスト

の感情ベクトルを 2次元に圧縮し、それが表す平面座

標上に付属する絵文字を配置する。その結果、テキス

トの持つ感情のうち、期待・喜び・悲しみ・怒り・驚き

の感情強度が強いテキストが密集する領域が可視化さ

れ、その領域に分布する絵文字の種類を見ることで、

テキストと絵文字のレトリカルな組み合わせを見出す

ことができる。

3.1 絵文字付きテキストの収集

2022年 10月に、Twitter APIを用い、「泣き・怒り・

笑顔・爆笑」の表情を持つ絵文字付きテキストを 1,000

件ずつ収集した。その実例の一部が表 1である。

3.2 テキストの感情強度ベクトルを取得

テキストの持つ感情ベクトルを取得するために、入力

されたテキストが持つ Plutchik[4]の基本感情（喜び・

悲しみ・期待・驚き・怒り・恐れ・嫌悪・信頼）の強

度を予測する感情強度予測モデルを作成する。BERT

を用いて作成し、８つの感情強度の総和が 1になる様

に正規化して出力する。このモデルの出力の実例が表

2である。

次に、モデルによって出力された 8次元ベクトルに対

し、次元削減アルゴリズムT-SNE[2]を用いて、2次元

ベクトルに圧縮する。その結果の実例が表 3である。

3.3 テキストの感情強度ベクトルに基づく
絵文字のマッピング

これによって取得した 2次元ベクトルを座標として、

テキストに付属していた絵文字をプロットする。その

結果得られたマップが図 1である。これをみると、テ

キストの感情強度ベクトルは空間上に一様に分布して

いるのではなく、列島状のクラスタを形成しつつ分布

していることがわかる。

3.4 分布密度の可視化

感情ベクトルの圧縮ならびに 2次元平面への写像の際

には、すべての絵文字付きテキストを対象とする。一

方で、分布密度の可視化に際しては、絵文字の種類ご

とに行う。本論文では 4種類の絵文字を対象としてい

るので、4種類の可視化結果が得られる。各可視化に

おいて密度が高い領域がその絵文字の典型的な使用状

況であり、テキストの感情と絵文字の感情が整合して

いることが期待される。一方で、ある絵文字について、

分布密度が低いところに存在する絵文字は何らかのレ

トリカルな使用であることが期待される。例えば、悲

しみ (泣き) のテキストの密度が高いところに、笑顔

の絵文字が配置されているとすれば、それは、その絵

文字とそれが付随するテキストの組が自虐などのレト

リカルな意味を表すであろう。絵文字の分布に対して

カーネル密度推定を行い、その結果をヒートマップに

より可視化した。「泣き」絵文字に対して行なった結果

が図 2である。

実際に密度分布の小さい箇所で見られたレトリカル絵

文字付きテキストを表 4に示す。

表1  絵文字付きテキストの実例

表2  感情強度予測モデルの出力の実例

表3. 圧縮した結果の2次元ベクトルの実例

図1  絵文字のマッピング結果

図2  「泣き」絵文字の密度分布の結果の可視化
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4 感情強度予測モデル
BERTを用いた感情強度予測モデルを作成する。作成

するモデルはニューラル言語モデルのオープンソース

ライブラリであるTransformers[5]を用いて、東北大学

の研究チームによって作成されたBERTの日本語の事

前学習モデル [6]を用いる。また、Transformersの分

類タスク用のクラスを用いることで、提案するモデル

を作成する。学習には、感情強度推定のための日本語

データセットであるWRIME[7]を用いる。WRIMEで

は、１つのテキストに対して、８つの感情それぞれの

強度（０～３）が振られている。本研究では、WRIME

のTrainラベルがついたデータを学習用データとした。

学習用データは 17,104件であった。この学習用データ

を用いて BERTをファインチューニングした。

5 カーネル密度推定を用いた絵文字
の密度分布の可視化

感情強度予測によって出力された８次元ベクトルを、

次元圧縮アルゴリズムである t-SNE[2]を用いて２次元

ベクトルに圧縮した後、カーネル密度推定 [3]を行い、

絵文字の分布の密度も同時に可視化する。

5.1 マッピング結果と分布分析

「泣き」「怒り」「笑顔」「爆笑」の各絵文字ごとにマッ

ピングした結果に対し分析対象の領域をナンバリング

した図が、ぞれぞれ図 3～6である。

図内にある 1～6の各領域において、各感情強度の平

均と標準偏差を表 5にまとめた。領域 1～6はぞれぞ

れ、「期待」「喜び・期待」「喜び」「怒り・嫌悪」「悲し

み」「驚き」が強いテキストが集まっていることが分か

る。以降、領域 1を「期待」、領域 2を「喜び&期待」、

領域 3を「喜び」、領域 4を「怒り&嫌悪」、領域 5を

「悲しみ」、領域 6を「驚き」領域と呼ぶ。

領域 最強感情 平均 標準偏差

領域 1 期待 0.89 0.13

領域 2 期待 0.35 0.27

　　　　 喜び 0.60 0.25

領域 3 喜び 0.95 0.07

領域 4 悲しみ 0.87 0.15

領域 5 怒り 0.46 0.21

　　　　 嫌悪 0.41 0.18

領域 6 驚き 0.69 0.25

6 レトリカルな用途が表す感情の機
微のラベリング

6.1 レトリカル絵文字の収集

各領域には各感情を強く表すテキストが集まることが

分かった。この特徴を用いてレトリカル絵文字付きテ

キストを収集する。例えば、「悲しみ」のテキストは

領域 4に分布する傾向があり、それに付属する絵文字

は「泣き」が多いため、領域 4には「泣き」絵文字が

多く分布する。しかし、領域 4に分布する「笑顔」「爆

笑」の絵文字は、テキストが「悲しみ」であるため、

レトリカル絵文字であると判断できる。この手法を用

いて、各絵文字におけるレトリカル絵文字付きテキス

トを収集した。次に各絵文字・各領域ごとにどの様な

感情の機微を表しているのかをラベリングした。主に

付けられたラベルと絵文字付きテキストの実例を表 6

に示す。

表4  レトリカル絵文字の実例

図3  「泣き」絵文字のマップ 図4  「怒り」絵文字のマップ

図5  「笑顔」絵文字のマップ 図6  「爆笑」絵文字のマップ

表5  各領域の最強感情要素のベクトルの平均と標準偏差

表6  レトリカル絵文字とその感情ラベルの実例
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6.2 「泣き」絵文字に見られた感情の機微

「期待」領域では、「泣き絵文字」が「期待」のテキス

トと組み合わされ、「不安・悩み・困惑」「叶わぬ期待

を嘆く・残念」という 2つの感情のラベルが付けられ

た。「喜び」領域では「喜び」のテキストと組み合わさ

れることで、主に「感動」のラベルが付けられた。「喜

び&期待」領域では「期待」「喜び」領域で見られた感

情ラベルが混在していた。「怒り」領域では「怒り」の

テキストと組み合わされることで、「同情を買う」「不

満」のラベルが付けられた。「驚き」領域では他の領域

で付けられたラベルが混在していた。

6.3 「怒り」絵文字に見られた感情の機微

「期待」領域では、「怒り」絵文字が「期待」のテキスト

と組み合わされることで、「期待外れ」「強い願望」「決

意」という 3つのラベルが付けられた。「喜び」領域

では「喜び」のテキストと組み合わされることで、「喜

びの強調」というラベルが主に付けられた。「期待&喜

び」領域では「期待」「喜び」領域で見られた感情ラベ

ルが混在していた。「悲しみ」領域では「悲しみ」のテ

キストと組み合わされることで、「悲しみの強調」「怒

り」というラベルが付けられた。「驚き」領域では他の

領域で付けられたラベルが混在して見られた。

6.4 「笑顔・爆笑」絵文字に見られた感情の
機微

「笑顔」と「爆笑」のレトリカル絵文字付きテキストに

付けられた感情ラベルはほとんど同様であった。「悲し

み」「怒り」「驚き」の領域で、「自虐」「煽り」という

ラベルが付けられた。

7 結果と考察

7.1 結果

レトリカル絵文字付きテキストに対して、テキストの

感情ベクトルを基に付属の絵文字をマッピングするこ

とによって、実際にレトリカル絵文字を検出すること

ができた。そして、テキストと絵文字の感情的な組み

合わせによって、どの様な感情の機微を持つのかを効

率よくラベリングすることができた。

7.2 考察

7.2.1 「笑顔」「爆笑」の絵文字における用途の違い

「喜び」領域における感情強度ベクトルの「喜び」要

素の平均値は、「笑顔」絵文字付きテキストでは 0.97、

「爆笑」絵文字付きテキストでは 0.91であった。この

結果から、「笑顔」絵文字の方が「爆笑」絵文字に比

べて多少「喜び」が強いテキストに組み合わせて用い

られると言える。また、「悲しみ」「怒り」「驚き」領

域において、レトリカルな絵文字として使われた件数

は「笑顔」絵文字が 77件、「爆笑」絵文字が 125件で

あった。これらの結果から、「笑顔」絵文字は「爆笑」

絵文字に比べて、純粋に「喜び」を表現する際に使用

され、逆に「爆笑」絵文字はレトリカルな表現に用い

られやすいと言える。

7.2.2 混在が可能な感情の組み合わせ

図 1のマッピング結果を見ると、左上（期待領域）→

左下（喜び・期待領域）→下（喜び領域）に連続的な

分布が見られることから、「喜び」と「期待」の感情

は混ざり合うことができると言える。同様に、下（喜

び領域）→中央（驚き領域）での連続的な分布から、

「喜び」と「驚き」の感情も混ざり合うことができる。

「驚き」と「悲しみ」・「怒り」も混ざり合うことができ

るが、中央（驚き領域）から右（悲しみ領域）と右上

（怒り領域）に枝分かれする点から、「悲しみ」と「怒

り」は混ざり合うこともあるが、どちらかの感情を極

端に持つ場合も存在すると言える。これらとは逆に、

「期待」は「悲しみ・怒り・驚き」とは混ざり合えず、

「喜び」は「悲しみ・怒り」とは混ざり合えないという

ことが分かる。

8 まとめ
レトリカル絵文字の収集手法として、テキストが持つ

感情と絵文字が持つ感情、また絵文字の分布密度の分

析結果も同一平面上で可視化するマッピングを行ない、

収集したレトリカル絵文字付きテキストが持つ感情の

機微をラベリングした。これにより、今後未知のレト

リカル絵文字付きテキストに対する感情分析に役立つ

と考えられる。今後の展望としては、本稿の対象以外

であった絵文字の種類に対しても感情の機微のラベリ

ングを行うことと、感情強度予測モデルの精度を向上

させ、より正確なマッピングを行うことが考えられる。
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